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七
月
の
こ
よ
み
×

口
川
し
に
ワ
ビ
な
っ
て
Ｉ
ぶ
し
た
、
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崎
市
民
会
館
完

甲
山
の
丘
に
待
望
の
文
化
の
殿
堂

二
九
乃
巾
尺
待
夕

　
　

０
プ
化
山
殿
堂
、
ふ
で
八
匹
ヅ
ピ
．
八
八
、
‘
ぶ
り
旧
．
長
り
１
さ
れ
た
も
の
』
、
・
、
迂
回
地
ト
ニ
階
さ
つ
ほ
か
Ｉ
．
新
］
皆
Ｕ
、
照
明
、

回当

式
が
六
‐
ニ
ト
ニ
ロ
ー
仙
ト
時
か
ら
関
に
小
関
係
ぺ
備
曼
漣
う
固
ツ
ダ
ー
一
　
４
か
ら
な
り
、
而
聞
頃
は
約
一
比
ト
二
自
【
川
踊
、
溝
剪
Ｉ
多
佃
目
に
わ
た

係
‐
九
回
沁
が
出
Ｉ
し
て
行
な
い
か
ぶ
れ
た
か
だ
七
言
心
謝
恍
か
渡
さ
れ
ま
ヤ
ー
り
・
イ
１
・
や
ら
・
で
す
、
　
　
　
げ
・
利
用
で
き
ま
犬
　
　
　
　
・

見
回
　
　
　
　
　
　
　
し
た
ご
爪
・
弔
一
、
二
け
ら
お
Ｉ
汗
し
～
｛
～
こ
は
㈹
Ｉ
Ｍ
～
ハ
．
白
、
福
助
　
ま
た
け
属
血
々
ぱ
、
柚
婚
八
い
・
施
ぐ

　
こ
の
口
、
巾
脆
舶
・
入
ロ
に
し
ら
お
し
て
、
能
い
Ｉ
口
心
豺
踊
う
拙
で
・
れ
ま
席
叫
‐
二
丁
へ
の
収
一
行
か
可
能
で
、
と
余
議
Ｉ
、
認
土
㈲
べ
結
婦
八
・
の
他
・

だ
紅
］
う
テ
ー
こ
Ｉ
脊
山
山
友
が
ハ
サ
し
た
．
　
　
　
　
　
　
ど
ん
帳
丿
女
４
　
日
一
服
白
剛
俳
ぺ
万
一
一
三
．
設
と
し
て
は
、
．
．
丁
言
参
列
で
支
息
・

ミ
を
人
八
く
す
Ｉ
力
り
れ
る
｛
白
　
こ
ヤ
説
飛
昌
紅
二
、
‐
～
～
な
Ｉ
岡
心
矢
り
價
が
娶
苫
太
～
新
・
Ｗ
式
叫
、
敲
露
宴
室
は
三
十
四
刺
ま

い
宣
い
に
人
垢
ヽ
引
き
続
き
じ
丁
り
巾
副
五
ト
円
～
古
蛮
声
・
～
岳
ご
お
り
ま
犬
建
物
は
尚
窓
暖
一
つ
で
の
・
汐
に
人
宴
Ｉ
二
室
か
高
る
は
か
、

＼
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の
丁
入
れ
を
し
た
り
、
近
く
を
散
歩

し

た
り
す
れ
ば
、
皿
鴎
か

Ｉ
り
す
λ
ふ
ヂ

ニ

さ
て
、
う
‐
白
々
友
は
…
…
。
淵
は

少
し
り
起
き
し
て
、
－
夏
の
朝
の
輿
Ｉ
…
…
…

か
し
さ
を
満
喫
｀
と
が
賤
庭
の
雑
草
▽
｀

～

　
－
Ｉ
　
　
－
－
　
－
Ｉ

は
し
ノ
。
八
‐
は
小
暑
・
　
　
い
い
、
暑
且

も
瑕
う
や
く
き
び
し
＼

/
な
り
は
に
応
ま

す
。
～
九
日
ド
ッ
ら
ば
一
八
、
先
祖
の
霊

を
ま
つ
る
］
で
犬
二
十
日
は
士
用
９

入
り
ぺ
二
上
］
］
の
大
暑
を
迎
え
Ｊ

Ｉ
・
な
り
ま
す
。
各
学
校
も
こ
の
こ
ろ
Ｉ

コ
。
、
。
　
。
。
－
－

一
か
ら
紅
休
み
に
入
る
こ
と
で
し
Ｈ
う
。
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面
心
Ｉ
犬
れ
た
結
．
節
式
場
で
す
△

二
上
五
v
Ｘ
:
か
婦
彰
で
き
る
り
頁
堅
、
そ
．

乱
に
心
Ｉ
Ｉ
回
言
し
て
和
室
．
「

Ｉ
「
引
設
け
ら
れ
て
お
ぺ
近
代
的
一

ご
・
誤
Ｉ
は
、
百
ト
昭
へ
心
容
力
六
万
・

ふ
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十
六
ぺ
心
百
ソ
父
、
浪
Ｉ
二
室
ヤ
凪
・
り

●

感
ペ
ニ
ナ
八
ぺ
収
容
の
巾
入
余
ぞ
ニ
完
工
の
あ
い
さ
つ

講
演
公
、
余
話
、
朕
。
ぷ
匹
吟
、
そ
の
は

か
各
佃
果
会
費
甘
し
て
利
ｍ
『
Ｉ
荼

す
。

太
田
光
二

景

－
全の

の
建
設
が
強
く
要
甲
口
な
が
ら
も
、

乍
り
や
【
院
、
－
ト
水
百
や
心
帰
、
福

同
匝
丿
～
ビ
寸
心
娃
八
に
に
わ
れ
、

な
か
な
か
実
川
Ｉ
．
八
な
い
ま
ま
過
ぎ
た

こ
い
た
じ
、
待
丿
］
巾
胎
碩
ぐ
山
～
Ｗ
汀
記
念
～
Ｉ
‐
．
に
．
ム
石
～
し
、
じ

●

　
　
月
　
　
影

　
山
卜
．
‐
、
回
申
示
現
場
・
⊇
‥
出
ゴ

し
言
に
首
‐
に
０
　
栄
イ
勺
秋
か
も

ら
っ
て
、
い
実
｛
白
郷
～
図
に
陣

列
し
て
～
う
べ
内
側
に
は
乍
．
り
｝
公

心
絞
で
あ
る
ぐ
ち
葵
か
Ｉ
い
て
沁
り

匹
側
に
ぱ
引
歌
が
Ｉ
い
て
多
飛

た
‐
～
義
心
っ
漑
る
ヅ
ー
八
に
太
ら
せ
た
い
。
座
句
し
て
よ
く
働
い
た

山
陽
Ｉ
回
『
た
し
Ｉ
し
心
な
い
沁
甲
か
し
、
川
一
つ
突
か
れ
て
聊
か
し
い
仕

臼
ゾ
‥
い
田
や
而
け
ら
れ
て
い
た
八
小
は
な
い
。
肋
仕
か
姐
任
す
る
と
知

～
闘
口
京
に
Ｉ
．
郷
り
に
俘
ヽ
い
ら
れ

た
ら
ツ
ド
で
、
‐
‐
の
弼
び
て
あ

？
こ
う
イ
仏
4
r
l
-
'
う
れ
し
い
。

　
月
影
の
歌
の
よ
う
に
、
誦
岡
の
働

－
り
杉
丿
・
い
た
ら
ぬ
叩
は
な
け
れ
と
き
は
ト
ー
Ξ
つ
・
て
受
ロ
ー
．
・
め
方
か
違

も
こ
が
Ｐ
る
八
の
心
に
ぞ
す

　
９
心
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
ら
あ
ら
た
で

侶
で
あ
る
㈲
藤
一
円
件
議
け
が
　
り
ｆ
‥
。
ｉ
ｌ
―

印
座
に
、
こ
れ
は
ゆ
よ
「
　
叫

聞
ぷ
衣
然
Ｉ
ヘ
Ｏ
作
歌
。
で
沁
・

る
し
～
～
さ
れ
た
。
し
と
て

も
眺
め
ら
れ
、
と
二
を
も
照

ら
・
す
‐
彫
だ
ヤ
、
に
る
時
一
二
、
そ
Ｏ

≒
Λ
ト
こ
て
、
暗
く
も
、
剛
る
．
ヽ

も
悲
Ｊ
で
も
、
楽
し
ヽ
ち
μ
ご
ヤ
ー

い
・
－
礼
回
り
ペ
ヘ

　
ベ
７
　
川
．
弘
内
宍
欧
ハ
‐
で
拡

ご
．
友
則
皿
役
が
心
所
勤
め
、
二
１
　
．
一

～
の
外
を
閉
じ
て
ム
ク
」
い
る
宍

～
心
七
は
全
［
．
で
も
・
聞
い
た
こ
と

あ
る
ツ
が
、
椅
子
を
ム
つ
て
し
ま
兄

に
已
び
一
二
ぼ
剛
だ
け
を
砲
い
て
第
二

力
人
～
に
尨
ん
で
ほ
し
い
し
Ｉ
Ｉ

Ｉ
だ
ち
’
。
Ｉ
ぐ
う
ご
弓
閲
八
。
心
な

い
だ
け
に
、
ず
い
ぶ
ん
皆
い
切
っ
て

モ
ノ
を
い
い
ヘ
リ
だ
こ
と
句
・
応
る
か

ｊ
れ
て
か
ら
レ
く
の
人
か
借
し
八
で
、

阿
と
か
も
ご
’
。
や
っ
て
ヽ
れ
な
い
だ

ろ
う
か
と
の
話
も
瞰
い
た
が
、
肢
に

は
こ
心
へ
ん
『
て
ひ
と
休
人
と
ら
せ
る

八
・
か
よ
い
と
払
は
心
こ
≒

　
戦
災
復
典
'
４
:
屋
の
用
材
集
め
は
荻

　
　
の
ふ
代
の
人
活
躍
。
で
あ
０
、
そ

　
　
］
た
め
に
瓜
邪
を
ひ
さ
ｙ
ス
ビ

　
　
リ
ン
を
の
み
ｔ
ざ
て
Ｗ
腸
今
」

　
　
わ
し
、
几
に
そ
う
に
な
っ
た
こ

　
　
‐
こ
も
あ
る
。
皿
が
昌
の
よ
う
な

円で
、
新
助
没

　
　

９
鈴
～
μ
、
心
入
役
・
の

小
野
君
ら
も
、
λ
ん
な
一
緒
の
戦
～

復
興
の
功
労
政
で
あ
る
の
・
で
矧
夕
Ｌ

お
る
人
も
‐
か
う
ワ
。

　
私
か
拾
っ
Ｉ
だ
‥
『
彰
の
茶
碗
は
、
私

た
ち
０
特
の
心
持
ち
を
表
租
し
た
歌

Ｉ
｛
い
、
Ｉ
灯
丁
る
Ｉ

　
１
Ｉ
読
囲
か
弓
オ
て
貼
る
‐
彫
べ
賜
に
回
に
し
‥
ｆ
バ
て
人
し
れ
ず
そ
ご
Ｉ
ド
を
向

Ｉ
Ｉ
欠
席
の
・
Ｉ
・
こ
致
で
亭
で
の
か
け
り
七
Ｉ
剛
朗
な
も
］
で
あ
く
こ
と
も
畠
る
。
（
人
田
光
二
）

づ
Ｊ
Ｉ
い
。
庖
匹
よ
六
万
～
ｃ
Ｆ
ｌ
ｒ
Ｆ
Ｆ
幻
Ｆ
…
…
…
一
Ｊ
‘
丿
一
、
い
が
］
い
い
心
い
い
Ｅ
い
、
‐
い
Ｉ

　
９
　
・
が
咆
飛
ッ
い
・
ら
ま
し
て
大
Ｉ
哨
豊
か
ご
Ｉ
‐
や
西
口
Ｉ
．
に
、
球
に
囲
．
兇
ブ
リ
、
～
ロ
こ
こ
に
両
説
い
八
な
さ

こ
０
ほ
か
適
所
に
設
け
ら
れ
た
ロ
ビ
ー
ー
ま
れ
た
．
に
ヤ
ー
．
威
扇
沁
・
る
‐
地
な
覗
八
白
ぴ
と
し
て
」
ぺ
㈲
な
セ
ン
ス
と

と
Ｉ
～
詣
か
く
｛
あ
わ
弐
う
て
、
侈
雅
一
を
現
か
し
て
ゾ
～
に
穴
～
い
た
し
ま
し
技
よ
す
り
こ
ん
て
Ｉ
に
か
ス
る
に
致

な
ワ
ノ
イ
キ
か
石
も
し
出
ず
な
べ
叫
だ
こ
と
、
ぺ
ま
こ
一
二
．
．
西
．
に
し
い
次
第
こ
～
・
．
見
込
・
い
ま
～
．

山
を
背
景
と
し
て
球
に
か
こ
ま
れ
こ
巾
で
吊
り
・
ま
「
　
　
　
　
　

　
　
巾
ｒ
ま
で
も
ご
く
二
力
山
国
勁
顛
は

　
一
館
・
い
デ
。
・
マ
。
ク
ス
な
市
民
余
館
で
す
。
　
九
州
～
プ
化
Ｉ
イ
～
引
力
堪
し
ふ
制
い
仁
心
と
今
昂
る
催
し
が
で

会した岡崎市民
に
偉
容
を
加
わ
し
、
東
．
叫
Ｉ
も
珍
り
し
’
客
～
ご
ぺ
ふ
図
洵
り
．
い
だ
か
ら
福
講
巌
べ
に
天
一
か
．
よ
じ
め
、
卵
踊
、
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Ｉ
ｊ

し
て
、
祐
・
設
㈲
・
］
Ｉ
愉
し
た
巾
大
白
「
二
ド
ヘ
収
・
に
っ
～
ホ
ー
几
谷
汪
じ

ル-ホ大の千人収容可能
２

め
・
、
Ｌ
巾
小
Ｉ
尚
郷
吋
㈲
、
附
余
室

Ｉ
謡
Ｉ
な
巾
一
～
近
代
Ｉ
嶽
を
と
り

入
れ
た
貼
吟
式
場
な
ダ
．
、
利
川
行
が
ト

～
弱
陽
ミ
ー
０
　
る
Ｉ
句
．
ｒ
・
夫
を
払
っ
た

丿
よ
り
ふ
に
・
で
、
こ
お
か
ら
は
、
こ

～
心
頴
‐
・
ど
巾
心
に
こ
十
．
ツ
良
か
え
化

～
～
ハ
雨
浪
に
む
す
る
曜
ち
^
■
^
い

こ
…
…
に
い
に
よ
～

　
二
り
愈
し
Ｉ
≒
と
に
・
、
シ
ベ
助
い
た

‐
こ
い
た
関
係
な
面
に
対
し
夕
隨
な
Ｓ
謝

を
申
し
Ｉ
匹
よ
万
‐
～
に
、
戦
災
以
来

国
保
の
保
険
証
の
検

認
が
行
な
わ
れ
ま
す

良
く
．
吋
牡
Ｉ
圓
に
一
月
し
て
き
た
川
崎
困
民
他
頃
Ｉ
険
に
㈲
人
し
て
い
る
い

ヅ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
康
毎
に
筒
乙
砲
た
は
、
こ
ん
と
バ
‥
な
ハ
れ
る
Ｉ
同
証
０
・

こ
～
ご
ヤ
指
さ
．
二
万
湯
が
広
く
市

几
　
０
た
め
に
活
用
ぷ
‐
る
二
と
か
念
鳳

し
、
さ
．
ヒ
し
号
ブ
り
た
っ
・
で
、
つ
き

衛
生
メ
モ

場式婚結
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人
か
・
り
Λ
に
う
つ
さ
れ
て
り
く
も
の
見

ず
゜
八
と
Λ
ど
か
接
ず
る
機
泣
ｙ
く

Ｉ

な
っ
た
現
代
で
は
交
託
ち
墜
利
と
な
り

人
力
侈
勣
も
川
に
て
い
る
の
で
、
紹
咳

の
ま
ん
延
店
も
旭
賊
川
に
差
か
な
さ
そ

う
に
唐
一
八
ま
ず
。

　
殼
近
に
１
活
偏
境
の
改
画
か
め
こ
ま

　
　
一
-
―
.

V

O
I
T
-

-
'
t
'
^
.
"
_
-
;

l
■
.
.
'
-
^

.̂
j
j
＞
^
.
-
i
i
j
^

な
一
医
学
の
進
歩
改
石
、
結
仁
句
飛
発
談
に

　
　
ト
リ
ベ
、
体
り
も
増
強
さ
れ
、
ま
た
結
核

勺
よ
り
患
片
か
減
っ
て
い
ま
打
か
、
１
　
ず

白
し
も
ト
分
ど
は
い
・
．
ど
い
ツ
ー
、
幼
稚

代
園
、
保
介
図
、
学
仁
や
人
Ｉ
裏
な
ど
の

近
健
康
．
管
理
力
行
き
届
い
た
と
こ
ろ
は
川

　
　
一
と
し
て
、
商
・
～
一
貼
心
の
人
た
ち

　
　
て
、
磨
臼
・
～
字
る
正
川
の
健
小
診
町

　
　
ニ
に
祐
和
を
シ
け
る
よ
う
に
ト
心
心
け
れ

　
　
ば
な
り
ま
翠
恍

　
　
．
一
家
の
中
心
を
な
w
働
き
手
や
す
郊

　
　
を
諧
め
て
丿
‐
八
丈
Ｊ
刳
に
Ｉ
咳
忠
肖
の

ヅ
、
こ
こ
に
は
じ
め
て
康
毎
に
筒
乙
砲
た
は
、
こ
ん
と
バ
‥
な
い
れ
る
Ｉ
塗
証
０
・
　
４
４
と
。
う
。
。
、
…
、
。
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厄
宍
衣
徴
や
添
く
二
。
ふ
で
き
る
に
至
陥
詔
か
妥
け
て
ぺ
だ
さ
い
。
八

ふ
二
十
じ
。
≒
ヅ
ハ
か
ら
な
い
こ
‐
い
伺
気
。
グ
勾
に
り
・
か
～
こ
と
は
で
き
ま
芯
ん
・

玉

７
こ
ｙ
ｊ
ｙ
゛
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ｊ
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ゃ
ヽ
ぽ
I
1

m
"

r
>
｡
'
-
'
S
'
3

"
｡
･
;
V
'
^
~
｡
V

!
'
-
(
'
-
^
^
i
-
i
'
-
ｙ

'
廊
剔
や
回
腸
人
に
な
る
と
、
お
二
・
回
各
∧
万
健
吉
こ
そ
、
明
る
い
雙

一 一 一 一

ト
ン
ヰ
ト
レ
ニ
言
晒
ド
ド
じ
八
八
八

万
万
Ｉ

・
秀
人
ｊ
ぺ
古
心
宍
ｙ
に
祭
賠
灸
Ｅ
に
戻

’
」
」
ぎ
」

い

い

Ｅ
ハ

｛
｛

”
’
・ い

｝

― ｛

い
’
乙

し
か

・
’一 に

士

四
－
－
万
　
　

　’
八
・
ヽ
い
‘
Ｊ
・
ｙ
・
。

・

ハ

ロ
ー
’
に
‥
・
・
に ‐

に
Ｉ

。
作
友
、

い （
大

い
に
、

’ に
ヽ

＾ ）
｀ 。

一
丿
に
。
影
'
Ｊ
.
　
ｓ
。

’

べ
心
ぺ
心
、

｛
・

。 ・‘ お

　 １ 　’ に
こ
つ
。

　 　
1
1
ヽ

。
。
。
セ

一
日
か
ら
‐
・
認
カ
・
ジ
け
て
な
い
Ｉ
険
乱

は
院
用
刄
で
弄
瓦
。

　
巾
で
は
、
み
な
さ
ん
の
隨
Ｉ
を
］
‐
り
・

結
核
の
健
康
診
断
　
発
１
や
死
し
か
目
言
で
い
る
排
上

糾
仁
と
い
う
川
淀
は
、
八
か
け
や
感
べ
吋
に
高
Ｏ
友
囲
健
康
診
町
は
絶
　
　

か
が
如
こ
と
り
、
ド
帽
4
1
　
一
起
こ
し
に
吏
ら
家
厄
り
活
か
。
で
き
る
○
で
す
。

り
し
ま
丿
が
、
祐
‐
は
口
力
で
は
梢
又
　
山
術
１
　
絹
混
‥
、
じ
‐
十
日
か
ら
全

り
ま
ｒ
。

ｙ

証
を
お
手
も
と
に
用
心
し
、
指
定
力
日
丁
っ
て
Ｉ
咳
菌
に
ぶ
染
Ｌ
た
か
ど
う
か
一
次
「
か
い
ら
ん
ト
逆
衣
し
ま
す
が
、

阻
に
も
れ
な
く
昨
認
を
受
け
Ｌ
く
だ
さ
が
か
か
る
Ｏ
で
す
。
で
す
ツ
ら
ツ
ベ
心
町
の
衛
心
が
Ｈ
さ
ん
、
帰
八
公
の
役
八

・
い
。
口
吟
、
公
場
は
ぷ
に
ん
」
で
ク
リ
ご
に
険
査
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
煮
さ
ん
に
お
た
す
ね
く
と
さ
ぞ
も
わ
か

　
　
お
知
ら
せ
し
ま
ず
。

唸
于
防
の
・
節
一
歩
こ
い
っ
て
よ
い
で
し
・
り
ま
て



(2)
りよだ政市日２年７月１昭和４

工

/ゝ

月
定
例
市
議
会
開
く

　
助
役
に
鈴
木
孝
司
氏
就
任

　
六
り
定
例
市
脹
公
は
、
六
月
二
十
自

招
集
、
開
公
さ
れ
倶
重
な
審
議
か
続
け

ら
れ
、
六
月
二
十
七
日
～
程
令
議
案
可

決
さ
れ
書
し
た
。

　
こ
の
辰
《
で
助
役
浅
岡
斉
氏
の
任
嗣

満
了
に
と
も
な
い
、
助
役
選
任
同
意
議

案
か
沁
案
さ
れ
'
ｍ
ｍ
の
納
果
新
助
役

に
鈴
木
孝
司
民
・
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
ぷ
聚
呆
日
に
柱
町
の
川
上
恒
呪
氏

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
訊
決
さ
れ
た
条
例
の
お

も
な
も
の
と
、
袖
正
予
算
の
内
容
に
つ

い
て
あ
ら
ま
し
を
お
知
ら
せ
し
ま
ｙ
。

・
き
ま
っ
た
条
例
の
あ
ら
ま
し

ヅ
・
・
「
岡
崎
市
巾
税
条
例
の
一
部
改
。
正

　
」
…
…
地
万
税
法
の
改
正
に
よ
る
法

　
人
な
ど
の
市
民
税
均
等
割
額
の
税
率

　
算
定
方
法
の
改
正
、
市
た
ば
こ
消
賢

　
税
の
税
率
の
引
ヒ
け
、
電
気
ガ
ス
税

　
の
免
税
心
の
引
上
げ
と
、
国
民
健
康

　
保
険
の
療
養
給
付
率
が
本
年
一
月
か

　
ら
全
家
族
七
刮
給
付
に
な
っ
た
こ
と

　
に
よ
る
費
用
の
約
半
額
を
袖
う
た
め

　
国
民
健
康
保
険
税
の
税
ぶ
の
引
上
を

　
す
る
条
例
の
一
部
改
正
で
す
。

の
…
「
岡
崎
市
働
く
者
の
山
の
家
条
例

　
の
制
定
に
…
…
社
八
心
教
育
の
饗
退

　
所
と
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
’
ン
設
備
か
備

　
え
た
働
で
者
の
山
の
宣
夕
市
内
ヒ
衣

　
文
町
字
刻
田
に
設
置
す
る
条
例
で
、

　
市
内
の
勤
労
者
や
、
小
、
中
学
校
の

　
児
童
、
生
徒
あ
る
い
は
社
公
教
育
関

　
係
団
体
は
こ
の
施
設
が
無
料
で
利
用

　
で
き
、
一
般
も
安
い
料
金
で
使
え
ま
・

　
す
。

今
上
－
岡
崎
市
祁
市
公
園
条
例
の
Ｊ
部

新
助
役
鈴
木
孝
司
氏

百
力
円
と
す
る
条
例
の
一
部
改
正
二

叉

-

加
し
て
い
ま
す
。

　
（
民
生
費
）
今
回
発
足
し
た
岡
崎
市

社
《
柵
祉
協
葵
名
意
銀
行
へ
百
万
円

六
ソ
美
北
保
斤
園
の
建
設
貧
、
大
樹
寺

岩
松
保
育
園
保
育
室
増
築
～
事
賢
な
ど

千
五
白
六
十
七
万
円
を
迫
加
し
て
お
り

ま
す
。

　
（
衛
生
費
）
火
葬
場
一
行
場
改
造
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
－

ほ
か
繊
羅
丁
業
試
験
場
の
試
験
川
槻
械
’
十
一
万
円
か
忽
加
し
て
お
り
ま
す
。
盲
県
通
岡
略
、
西
尾
抑
ほ
か
Ｉ
．
路
線
の
人
地
区
、
仁
収
地
区
、
剛
旭
区
に
お
け

　
　
　
●
。

費
の
黄
窓
込
習
彭
四
土
ハ
ー
（
誇
賢
）
蔚
団
車
東
驚
室
'
　
ｍ
＾
m
'
　
m
m
＾
＾
i
　
＼
m
泉
令
が
出
に
石
１
　
地
剛
胆

万
円
を
追
加
し
て
お
り
・
床
下
・
。

誕
火
水
そ
う
な
ど
の
新
設
工
車
讐
の
ほ

て
て
、
千
世
帯
に
交
地
安
全
の
腕
章
の

配
布
、
欠
町
地
内
伝
馬
町
絲
に
歩
道
檎

の
町
設
、
ま
た
市
内
所
要
個
所
に
信
号

機
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を
新
設
す
る

心
末
Ｊ
言
ぼ
順
順
寸
ご
眉
吊
。
帑
苔
。
購
入

路
改
良
貞
伝
町
地
内
で
旅
行
巾
の
運
動

公
國
の
建
設
お
よ
び
岡
崎
公
國
藤
棚
下

託
料
お
よ
び
補
″
両
一
塵
〈
千
吉
日
五

費
、
消
火
栓
真
一
十
三
基
の
設
置
負
担
の
乙
川
河
川
敷
幣
償
の
各
工
Ｉ
に
対
し
’
・
込
λ
の
、
元
債
林
貨
岡
縮
柿
沼
追
跡
一

命
総
額
で
二
千
三
十
八
万
円
か
廼
加
」
三
千
七
百
四
万
円
の
寄
付
金
言
茄
計

て
い
ま
で
　
　
　
　
　
　
ヒ
し
て
お
り
ま
す
。

（
教
育
費
）
小
、
中
学
佼
の
父
兄
負

経
費
と
し
て
五
百
五
十
一
万
円
、
市
旦
担
の
実
偕
調
査
中
で
あ
る
が
、
現
在
ま

欠
町
北
通
り
線
ほ
か
二
十
四
路
掘
の
改

良
お
よ
び
川
溝
修
繕
賢
に
千
七
百
三
十

八
万
円
、
市
道
美
合
不
吹
線
舗
装
新
設

図
順
に
に
個
個
貨
唱
六
白
．
お
い
副
‰
≒
Ｅ

不
溺
き
と
思
わ
れ
る
も
の
？
と
り
あ
え
一

ず
追
加
し
、
負
担
軽
減
の
措
置
を
講
じ

工
事
費
の
ほ
か
ヽ
狭
い
道
路
の
舗
装
エ
ー
て
お
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
小
、
巾
学

事
用
に
皿
用
す
築
小
型
ロ
ー
ラ
ー
の
璃

補
正
予
算
の
あ
ら
ま
し
　
・
賢
一
Ｊ
生
セ
ッ
タ
ー
の
加
設
、
公
衆
便
天
資
と
、
二
万
平
方
メ
ー
ト
ル
分
の
七

乱
副
彩
彫
帽
１
　
久
万
靉
順
ご
■
晋
茎
宅

さ
れ
た
市
長
お
よ
作
侑
議
会
議
員
選
挙

な
ど
の
関
係
で
、
当
初
予
算
に
計
上
を

易
で
た
単
独
町
業
を
は
し
め
、
物
件

の
と
し
て
六
百
五
十
乙
亙
廼
加
し
て

お
り
ま
す
。

　
（
珊
林
業
費
）
采
耐
裁
培
地
珀
政
事

費
、
負
担
金
耐
助
金
等
臨
峙
的
経
費
乳
業
、
農
業
近
代
化
資
金
利
子
福
給
、
家

主
な
も
の
と
し
て
、
一
般
会
計
で
二
億
畜
導
入
お
よ
作
嶮
染
予
防
な
ど
の
農
業

九
千
八
百
十
七
万
円
、
特
別
会
計
で
は
振
興
対
浪
費
と
四
十
一
年
度
か
ら
継
続

四
窓
ぶ
占
百
八
十
乙
万
円
、
合
計
七
実
施
し
て
い
る
田
口
地
内
た
ば
こ
栽
培

儲
七
千
二
亘
分
円
冷
酒
加
計
ヒ
じ

圭

用
地
旦
ハ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
造
成
事
業
賓

し
た
・
そ
の
騨
汪
つ
ぎ
の
と
お
り
で
の
ほ
か
、
生
平
町
忿
賢
総
十
几
力
所
一

す
。
　
　
　
　
　
　
　
で
施
行
ず
る
用
排
水
路
改
良
工
事
賢
な
’

　
（
総
務
賛
）
市
民
会
館
の
完
成
に
伴
ど
ヽ
総
額
ｊ
二
千
八
百
四
ナ
几
万
円
を

一

つ
て
、
周
囲
の
環
諮
稿
と
施
設
に
美
追
加
計
卜
Ｕ
声
妊
。

観
を
添
え
る
た
め
、
造
園
、
喰
水
、
申
（
商
工
費
）
商
店
街
美
化
施
設
、
共

路
な
ど
の
建
設
費
に
予
頁
ハ
十
八
万
円

城
北
会
館
の
水
洗
便
所
の
建
設
、
甲
山

会
館
な
ど
公
会
堂
の
補
修
賀
な
芦
刄
尨

同
m
共
同
施
設
お
よ
び
各
稗
商
工
団

体
市
業
補
助
．
鳥
瞰
図
、
観
光
り
Ｉ
フ

レ
″
卜
の
作
盛
昌
工
振
興
対
策
贅
の

企
画
課
が
渉
外
課
に
変
る

　
陳
情
は
こ
の
課
で
聞
き
ま
す

　
こ
の
た
び
、
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら

の
陳
消
、
要
望
や
ご
意
見
を
承
る
こ
と

や
、
渉
外
的
な
窓
口
事
務
の
合
理
化
を

は
か
る
た
の
、
新
た
に
渉
外
係
が
設
け

ら
れ
、
従
来
の
企
画
課
の
返
琴
辰
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
ｊ
Ｓ
　
－
♂
１
１
Ｅ
ｉ
／
「
？
－
、
ｆ
‐
ｉ
４

改
正
」
…
…
州
崎
公
岡
バ
レ
Ｊ
°
犬
で
渉
外
課
か
設
漑
さ
れ
き
し
た
ヽ

ト
の
東
側
に
新
築
し
た
岡
崎
公
回
体
り
幸
毛
は
市
政
に
っ
い
て
の
ご
希

育
場
の
使
川
料
な
ど
夕
定
め
た
条
声
望
や
陳
哺
は
、
そ
れ
ぞ
れ
各
採
に
お
申

’

で
す
。
　
　
　
　
　
　
・
し
出
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
か
、
一

‐
’
ｙ
・
・
ヽ
・
「
岡
崎
市
水
洗
面
霞
ｔ
・
資
金
貸
一
こ
れ
や
ら
は
渉
外
’
課

１
　
に
｛
Ｊ
い
て
す
ベ
ー
Ｌ

　
付
条
例
宍
部
改
正
｝
…
…
…
漣
所
重
承
わ
り
・
ヽ
市
長
が
こ
れ
を
人
て
適
当
と

　
水
洗
式
‰
捨
す
る
た
め
の
貸
付
熊

　
額
夕
従
来
の
二
八
五
千
円
か
ら
五
万

　
円
に
引
ト
げ
を
ず
る
条
例
の
一
部
改

　
正
で
す
。
　
　
　
　
　
、

［
ユ
。
岡
崎
市
椚
防
団
貝
等
救
慰
金

犬

　
例
の
一
部
改
に
］
…
…
消
防
団
輿
宣

災
害
緊
９
　
業
務
に
協
力
し
、
あ
る
い

は
従
事
し
て
災
害
を
受
け
た
為
合
に

に
支
給
す
る
救
慰
金
の
額
登
霞
高
三
一

●

屡
必
話
で
処
理
さ
れ
ま
す
。

　
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ぷ
を
１
　
分
に
取

り
入
れ
た
盲
ゐ
の
こ
大
穴
巾
政
」

遅
包
の
た
め
の
建
・
設
的
な
ご
意
ｒ
?
な
ど
ｙ

ご
ざ
い
濠
し
た
ら
、
ｙ
ｒ
ｗ
こ
し
お
申
し
・

出
く
だ
さ
や
今
お
願
い
し
ま
九
　
一

一

　
な
お
、
市
民
の
困
り
デ
粕
談
に
三

い
て
は
、
い
ま
ま
で
ど
お
り
巾
民
諌
言

ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

「

一 一

渉
外
課
の
主
な
分
掌
事
務

　
渉
外
係

小
巾
民
の
陳
醵
及
び
要
望
の
処
理
に

　
関
す
る
こ
と
。

ご
投
Ｉ
の
処
理
に
関
す
る
こ
≒
　
］

③
渉
外
に
関
す
る
こ
と
。

　
企
画
係

①
地
域
総
ａ
計
肖
に
関
す
る
こ
と
。

玉
田
長
の
特
に
命
ず
る
事
務
に
関
す

る
こ
と
。

　
広
報
統
計
係

‐
ぷ
広
報
に
関
す
る
こ
と
。

ご
市
政
モ
ニ
タ
ー
に
関
ず
る
こ
と
。

こ
新
闘
、
放
送
そ
の
他
報
道
機
関
と

　
の
連
椚
に
関
す
る
こ
と
。

④
町
総
代
に
関
す
る
こ
≒

・
⑤
指
定
統
計
に
関
す
る
こ
≒

⑤
市
易
要
覧
に
関
す
る
こ
と
。

一

⑦
自
衛
隊
員
の
募
集
に
関
す
る
こ
と

Ｉ
ル
舗
装
町
自
材
な
ど
千
百
五
十
五
万

円
を
、
豪
た
僑
り
ょ
う
新
設
改
良
費
、

河
川
改
良
費
に
千
七
百
四
十
万
円
を
追

加
し
、
都
市
引
田
事
業
と
し
て
は
、
日

か
町
の
巾
部
土
地
区
画
整
理
事
業
と

・
区
城
内
の
環
状
線
の
新
設
、
昨
年
に
引

校
、
幼
稚
園
の
即
裂
等
の
修
臍
工
事
貧

青
少
年
セ
ン
タ
ー
、
働
く
者
の
山
の
家

　
　
歳
　
入

こ
れ
ら
所
聚
経
費
に
対
す
る
歳
入
と

基
ぼ
測
冊
雇
託
料
な
μ
八
土
〈
万
円
を

●

●

一
一

一
泰

花

火

遊

び

　
ｊ
ｌ
－

ぬ
●
一
ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
‐
1
1
1
1
1
‐
1
1
1
1
1
1
j
―
‐
－
‐
‐
－
―
‐
－
‐
―
―
－
‐
‐
‐
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ

は
。

ニ ＝ ＝

十
八
片
円
を
、
ま
た
近
く
事
業
認
可
貼
・
ゆ
ｅ
ｅ
ｌ
ｅ
ｌ
ｓ
１
１
・
］

込
λ
の
、
元
債
林
貨
岡
縮
種
畜
牧
馬
跡
一
心
の
風
物

‐
″
か
ん
貝
花
火
の
シ
ー

謡

地
の
土
地
区
皿
循
筆
芙
の
現
況
調
百
ン
か
訪
れ
ま
し
た
。
余
し
い
巡
の
曼

　
　

　

一
｀
ｓ
ｉ
‐
ｊ
‐
ふ
Ｉ
ｉ
』
』
一
ｌ
ｌ
　
￥
Ｌ
Ｆ
Ｉ
一

が
が
乱
‐
副
し
ぶ
が
退
京
工
毒
、
め
霖
涙
工
市

を
已
ど
る
こ
の
花
火
も
い
っ
た
ん
そ
の

収
扱
い
を
誤
去
る
と
瞬
に
悲
惨
な
事

哭
が
ぶ
琵
劃
Ｉ
ド
剔
語
順
飛
岬
に
訪

』 濠
Ｊ
割
引
引
用
Ｌ
剔
乙
１
　

の
指
図
を
得
て
匍
で
す
。

　
　
　
特
別
会
計

千
五
ナ
で
万
円
、
ま
た
南
公
國
、
日
名

公
同
等
、
公
園
幣
備
事
業
費
に
千
五
百

八
十
五
万
円
か
そ
れ
ぞ
れ
補
正
の
措
置

厠
費
ヽ
新
築
中
の
岡
崎
体
育
場
の
体
一
巾
部
土
地
区
席
理
姿
に
は
べ

育
用
只
（
剣
翼
な
ぎ
な
た
）
の
購
入

貧
な
ど
総
額
で
二
千
三
百
二
十
乙
刀
円

タ
追
加
し
て
お
り
康
司

　
（
そ
の
他
）
市
の
略
務
改
善
と
能
ぶ

初
予
算
に
計
ト
を
見
送
っ
た
四
十
二
路

費
な
ど
五
百
八
十
万
円
を
病
院
婁
全

計
、
水
道
ぷ
業
会
計
に
そ
れ
E
V
J
れ
追
加

尉
ト
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
む
　
す
　
び

線
の
区
画
道
路
の
築
造
丁
Ｉ
の
ほ
か
、
は
、
一
繋
訃
三
十
ぼ
七
千
二
百
九
十
一

９
　
月
聡
Ｕ
Ｕ
Ｕ
Ｌ
判
斜
旧
訓

建
物
等
移
転
補
償
賢
な
ど
一
噫
九
百
三

十
一
万
円
を
追
加
し
、
国
民
健
康
保
険

政
の
原
囚
に
も
な
り
ま
す
。
花
火
の
町

故
は
正
し
い
取
扱
い
に
よ
り
そ
の
人
～

ぴ
で
は
つ
ぎ
の
こ
と
に
汁
心
し
て
く
だ

さ
い
。

ぶ
花
火
遊
び
は
保
昶
片
の
目
の
届
く
ヒ

　
こ
ろ
で
遊
び
徘
し
ょ
う
。
　
　
・

こ
ぶ
Ｉ
ハ
口
画
ｍ
書
畷
①
引
足
割
引
斜
八
琵

-
-
j
:

I

^
*
^
^
一
．
一
ｎ
・
コ
ー
Ｍ
ｊ
コ
ー
一
一
;
u
j
r
>
T

七
し
円
、
特
・
男
『
Ｉ
で
は
四
十
五
昭
二

千
に
Ｆ
九
万
円
、
一
般
特
別
燧
計
の
合

ぷ
花
火
を
人
や
家
に
回
け
た
り
、
燃
え

　
や
退
略
で
あ
げ
な
い
よ
う
に
し
ま
し

・
４
花
火
に
再
い
て
あ
る
ａ
恵
書
、
あ
げ

４
岫
ぽ
図
ぼ
づ
に
湧
寸
冷
。
哭
１
♀
男
『
、
ご
奨
塵
に
蓄
士
足
ら
尚
に
奮
事
ぷ
お
彫
箭
鋲
琵
特

人
市
政
モ
二
字
－
五
十
人
夕
養
嘱
す
る

た
め
の
所
要
経
費
、
明
治
維
新
百
年
を

記
念
し
て
の
戸
籍
仕
民
登
録
厦
｀
芯
開

を
講
じ
る
と
と
も
に
、
市
営
住
宅
内
の
面
秤
費
、
選
挙
人
名
簿
カ
ー
ド
化
な
ど

幹
線
道
路
の
舗
装
工
事
な
ど
に
五
百
五
の
緋
費
二
百
一
八
万
円
、
県
旅
行
に
か
か

剖
額
は
じ
ト
五
心
九
千
三
百
じ
に
万
半
影
剣
ト
い
剔
か
ら

屑
高
実
績
に
よ
る
盾
額
分
の
療
狽
給
け
帖
し
ま
す
と
、
一
繋
訂
で
五
回
四
千

Ｒ
九
千
百
二
十
一
万
円
を
国
崔
負
損
金
六
百
一
不
四
び
円
、
持
別
良
計
で
は
八

お
よ
河
窃
の
増
響
応
源
七
し
一
回
二
千
二
回
十
一
万
円
、
良
計
で
屯
い
い

て
遇
加
し
て
お
り
・
ま
ず
。
工
揚
等
壁
設

奨
吻
特
別
ハ
が
で
ぱ
、
昭
則
、
～
作
々

ご
な
り
書
し
た
。

ｙ
　
簡
に
入
れ
て
遊
ぶ
こ
と
を
や
め
ま
し

卜
三
県
八
千
八
百
四
ト
九
万
円
の
増
額
√
・
不
発
の
と
き
筒
を
の
ぞ
く
こ
と
は
危
一

一
』
』
『
一
一
『
一
』
『
一
・
・
『
』
一
一
』
｝
一
一
一
一
一
・
『
一
』
｛
一
・
｝
『
一
一
『
』
・
『
』
『
『
一
一
一
』
『
一
』
｛
一
｝
『
一
一
『
一
一
『
『
一
『
『
一
『
一
一
一
『
一
一
『
』
一
一
』
一
一
一
』
『
一
』
一
一
一
ｌ
一
一
一
一
』
一
・
一
一
『
一
一
『
一
一
『
一
』
『
一
一
｛
一
｝
一
一
一
『
一
』
・
一
一
』
『
一
』
『
一
』
・
一
』
『
一
一
｛
『
一
・
『
一
』
『
一
』
『
一
一
『
一
一
一
一
』
一
一
一
・
『
』
一
一
一
』
『

市
制
五
十
一
周
年
を
迎
え
る

　
市
功
労
者
・
功
績
者
な
ど
表
彰

　
大
正
五
年
七
月
市
制
施
行
以
来
五
十

一
周
年
を
迎
え
た
岡
崎
市
で
は
、
七
月

」

一
日
午
前
九
時
か
ら
市
民
会
館
で
記
念

式
典
と
あ
わ
せ
て
、
功
労
者
、
功
碩
者

篤
行
者
、
優
良
団
体
な
ど
の
表
彰
鳶
竹

な
い
ま
し
尺

　
こ
ん
ど
表
彰
さ
れ
た
か
た
は
、
功
労

者
五
名
、
功
紬
者
五
土
〈
名
、
男
竹
者

五
荒
廃
艮
団
体
十
五
で
、
そ
れ
ぞ
れ

誕
彰
状
か
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
以
下
、
こ
の
日
表
彰
さ
れ
た
か
た
か

た
は
つ
ぎ
の
と
お
弦
で
す
。

【
自
治
功
労
者
】
小
ｙ
川
溥
（
士
衣
文

　
町
）
、
佐
藤
庄
吉
（
板
屋
町
）
、
清

　
水
勝
治
（
百
々
町
）
、
山
水
松
次
郎

　
（
洞
町
）
、

【
消
防
功
労
者
】
小
工
太
巾
郎
（
能
見

　
通
）

【
自
治
功
績
者
一
中
村
実
好
（
門
前

　
町
）
、
天
野
謙
一
郎
（
六
名
町
ぺ

　
原
田
忠
夫
（
真
伝
町
≒
鈴
木
惣
松

　
（
欠
町
）
、
石
川
乙
占
（
明
大
寺
町
）

　
礎
井
米
一
（
幼
‐
）
、
畔
柳
昇
（
旦

　
根
町
）
］
扁
太
郎
（
福
岡
町
）
ヽ
一

合
原
睦
冶
忿
司
町
）
、
青
山
常
吉

（
池
金
町
）
．
月
（
繁
次
（
市
場
町
）

近
藤
明
治
（
才
栗
町
）
、
天
野
重
夫

（
細
川
町
）
、
城
殿
健
片
（
宮
号

一 一

町
）
、
蛭
川
健
市
（
東
阿
知
和
町
ご
（
八
幡
町
）
、
加
茂
一
（
東
繭
箭
町
）

酒
井
精
一
（
北
本
郷
陶
）
、
村
田
藤

九
郎
（
上
青
野
町
）
、
加
嘩
盲
松

Ｉ
名
町
）
、
斉
雌
政
一
（
土
井
町
）

【
教
育
功
績
者
】
桜
井
一
丿

Ｅ
｀
回
認
八
肘

｛
Ｊ
｝

取
武
史
（
美
（
町
）
、
鍋
田
辺
（
中

肺
町
）
、
晦
杓
利
一
（
奥
殿
町
）
、

故
回
（
・
剛
力
（
中
町
≒
磯
乱
孟
位

さつする太田市長式典であい

　
険
で
す
か
ら
や
め
歩
し
ょ
う
。

‐
つ
点
火
は
マ
ッ
チ
よ
り
線
香
か
安
全
。

一

い
リ
（
馴
臨
豺
言
肘
詐
言
士
、

山
兼
市
（
岩
津
町
）

一 一 一

亀
川
剱
紘
１
・
乱
紅
引
火
の
か
ら
は
水
に
つ

ミ
　
　
１
禽
‐
‐
ｒ
・
ｙ
徊
）
杉
一
け
る
か
火
Ｉ
の
な
い
こ
と
佐

処
分
し
ま
し
ょ
う
。

【
産
業
功
績
者
】
谷
沢
歌
之
助
（
明
大
ｆ
…
－
―
・
：
－
－
・
・
‘
―
－
：
ｉ
‐
‘
・

寺
本
町
）
、
村
松
貞
巾
（
伊
習
尽
）

落
白
菊
松
（
矢
作
町
）
、
香
村
和
Ｊ

　
（
小
呂
町
）
、
杉
使
六
中
町
）
、

巾
根
政
吉
（
真
伝
町
）
、
巾
根
金
名

吉
（
舞
木
町
）
、
織
田
彦
一
（
大
門

町
）
．
鈴
木
清
美
（
才
栗
町
）

【
民
生
功
績
者
】
江
本
了
サ
子
（
久
右

・都市計画税

　　　　　("2期分)

一一一

産税

エ
門
町
）
、
人
野
夕
子
コ
（
六
名
町
ご

山
内
鷹
・
尾
（
明
大
寺
本
町
）
、
佐
々

木
滓
．
止
（
大
西
町
）
、
長
崎
栄
之
助

　
（
中
町
）
、
小
刈
ひ
さ
（
ｈ
佐
々
木

町
）

【
衛
生
功
績
者
】
鈴
木
豊
三
（
日
名

町
）
、
野
村
伊
蔵
（
藤
川
町
）
．
兵
一

藤
穆
人
郎
（
箔
田
町
）
　
　
　

　
　
　

【
納
税
功
績
者
】
高
木
菊
市
（
上
六
名

町
）
、
杉
浦
連
市
（
心
町
）

【
交
通
功
績
者
】
長
田
博
（
岩
鋒
町
）

塩
崎
安
喜
（
戸
崎
町
）

【
消
防
功
績
者
】
畔
砂
ヤ
鵡
川
（
大
平

町
）
、
小
谷
孝
一
（
康
生
通
西
）
・

【
篇
行
者
】
罰
鈴
子
（
明
大
寺
町
）
、

お
弁
隆
市
筒
町
）
、
石
原
麗
子

-
･ － ● I I

定資j固

国民年金保険料

　　　　　　　　　(2期分）

　の納期限は７月31日です

お忘れなく納期限までに納付

くださるようお願いします。
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！納税は納期限までに細廠組'谷ぺ
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－

　
（
岡
町
）
、
深
津
ひ
ろ
（
凭
後
続
町
）

　
川
澄
餌
冶
（
針
崎
町
）

穿
艮
団
体
】
玉
‐
婦
人
乍
級
せ
せ
ら

ぎ
こ
、
六
ツ
美
地
区
仏
敵
公
、
本
宿

小
学
校
教
育
後
援
余
、
ぶ
名
園
芸
研

究
分
、
桑
谷
椎
茸
組
合
、
新
堀
町
晨

《
鴨
田
上
地
区
皿
業
理
組
『
岩
雄

天
神
町
環
境
術
生
モ
デ
ル
地
区
、
大

平
上
納
税
組
合
ヽ
伊
賀
南
四
区
納
税
一

組
り
本
宿
申
納
税
組
励
、
戸
崎
三

区
納
税
組
（
、
矢
作
二
区
納
税
組
合

岡
崎
市
危
険
物
安
全
協
会
、
岡
崎
米

穀
商
組
合
　
　
　
乙

＝ ＝ ＝ ミ ミニ ＝ ＝ ニ
ミ ミ ＝ ミ ＝ ミ ミ ＝ ニニ ＝ ＝

㎜ ㎜ － － － － －＝

地
方
自
冶
匡

施
重
丁
周

～
に
あ
た
り

新
憲
法
と
枕

に
生
れ
た
町

し
い
地
力
自

｛
制
度
も
、

　
　
　
　
　
－
－
－
―
―
－
－
１
－
Ｉ
－
－
－
－
－
―
―

今
年
は
、
ぐ
る
し
く
変
転
し
た
。
市
町
村
も
、

　
　

　

よ
う
や
く
成
人
に
な
ど
心
の
で
あ

る
。
昭
剔
二
七
吊
の
地
心
自
冶
法

施
行
十
周
年
の
時
に
は
、
新
し
い
地

方
白
冶
制
度
は
、
少
な
く
と
も
府
町

村
に
つ
い
て
は
一
心
安
定
の
段
階
に

達
し
、
地
方
自
冶
の
近
代
化
の
名
の

示
す
よ
う
に
、
そ
の
・
迎
営
の
能
率
化

よ
う
や
く
利
模
の
再
編
成
を
完
了
し
　
　

新
市
町
村
建
敲
計
画
を
軸
と
し
て
二

尺
八
斜
影
回
一

談
謡
譜
註
ぼ

自
｛
体
と
し
て
の
一
体
性
の
碓
保
と

い
う
歴
史
的
役
割
か
槃
し
た
。

　
か
く
し
て
二
１
￥
、
経
済
成
長
、
’

交
遊
、
通
に
手
段
の
発
達
な
ど
に
よ
・

づ
で
、
巾
民
の
Ｊ
日
の
生
活
範
囲
、
　
　

経
済
晒
動
、
麹
訟
勤
の
範
囲
か
庶

寫
に
孤
大
し
た
ご
の
た
め
邨
市
は

　
　

　

へ
Ｉ
理
化
を

は
か
る
べ

き
心
明
に

到
来
し
た

と
い
わ
れ

と
な
り
、
幸
心
そ
の
万
が
能
ぶ
的
だ

と
い
う
事
態
か
Ｉ
じ
て
き
た
。
そ
の

た
め
、
政
府
、
白
め
省
は
。
伍
都
市

地
方
自
治
法

　
施
行
二
十
周
年

’
－
－
‘
ｊ
母
都
市
構
想
‘
－

特
計

地
域
に
如
遥

証
註

rar:銘)当直医師表休日緊急（

月 日 内　科　・　小　児　科 ４　　（

７

月
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30 〃　蜂須賀〃21－1554'板屋新海- 31-0033〃　硯合哨院51－2521鴨田別府〃22－4139

日 産婦人科 皮　泌　科 耳鼻咽喉科 眼　　　科
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咤
そ
し
て
、
昭
和
ニ
ト
八
年
に
「

町
村
合
供
促
進
法
１
　
が
作
ら
れ
、
こ

れ
に
よ
っ
て
数
年
後
に
は
市
町
村
の

数
が
五
分
の
二
腰
Ｘ
に
航
っ
て
い
る

か
、
（
俳
市
町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
白
冶

の
基
盤
能
力
を
防
砂
充
実
す
る
と
共

に
、
新
市
町
村
律
改
ぶ
出
四
実
現
を

は
か
る
こ
と
、
硯
織
。
事
務
処
理
、

財
・
政
等
の
運
‐
穴
帰
化
盈
凶
る
こ

と
な
ど
か
当
面
の
即
越
と
さ
れ
た
。

　
そ
れ
か
ら
ト
年
、
こ
の
闘
、
わ
か

困
は
未
曽
有
の
経
済
の
高
度
成
長
を

経
験
し
、
地
域
開
発
政
策
も
産
業
基

盤
整
腸
、
新
奉
上
菜
地
帯
・
の
心
成
、

社
勺
開
尭
、
辺
地
対
策
な
ど
と
目
ま

処
迎
方
氏
を
最
近
参
入
る
に
い
た
乙

た
。
こ
の
母
郡
市
方
式
は
、
地
方
自

　
　

　

泊
発
Ｉ
の
歴
史
か
ら
い
っ
て
台
併
を
　
　

町
漫
い
欧
米
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
　
　

も
の
で
地
行
公
共
団
体
間
の
犯
‥
度

　
　

　

　
こ
こ
に
本
巾
の
地
方
自
冶
ニ
ト
狸

の
歩
み
m
め
て
回
顧
す
る
こ
レ
も
　
　

意
義
深
い
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
　

　
　
　
　
〔
内
藤
潮
邦
〕
　
　

の
低
い
も
の
か
ら
強
い
も
の
ま
で
敢
一

種
の
方
式
か
あ
る
。
結
急
変
の
低
い

　
　

　

も
の
に
ア
メ
リ
カ
の
　
1
1
巾
状
外
権
限
　
　

批
張
方
式
」
が
あ
り
、
結
（
慶
の
強
　
　

い
も
の
に
、
カ
ナ
ダ
の
「
ト
ロ
ン
ド
　
　

互
恐
が
あ
る
が
、
詳
解
。
で
き
な
い
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